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学 会 記 事

第57回新潟消化器病研究会

日 時 平成5年 2月6E=1(十)

午後 1時より

会 場 新潟市民病院

(南講堂)

1. 一 般 演 題

1)てジリ'}リン (次亜塩素酸 ナ トりrlTム)に

よる腐食性食道 炎の 1例
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症例:86才,女性.1992年11Fll/=コ.臼段rM軒1L:I-I

ジI./I)りン (次亜塩素酸ナ トりrLTJ､)を約 2(I)ec飲.JA.

噛吐繰り返し,同日当院来院.意識清明.血什正常.血

液検査で,白血球増多と Clil-'上昇が指摘され 胸部

X線検恵かl､-縦隔炎が疑われた.入院後,絶飲食.lVト1

管理としたが,第20病F]頃よi)食道1かえ感増強.食道

下部に pin-hLill様の狭窄が認めIL-..}かた.こL7一ため (立Iestin

dilatorによる食道拡張術を施行し.自覚症状的iこも著

明改善が得られた.腐食性食道腺は,酸とアルカリをこよ

り,障害部位,障害深達度に差がJ上がる.本症例Lr)よ･rl

な~f/L･J]1J性物LrFi'では,食道狭窄をきたしやすく,これ

た.

2)特発性食道破裂の2例

飯利 孝雄･′ト柳 佳成

十 ‥王:_二十
畑 排治郎･月岡
何 汝朝 ･市井

片柳 憲雄 ･Ll､.1本 陸生
斉藤 英樹 ･藍沢 修 ( 同 外科)

最近当院で経験 した特発性食道破裂の2症例を報告 し

た.本疾患は頻度は比較的Jl亘亡いものの.外科的治療を

必要とすることが多く,診断までの時間が長いと予後不

良な疾患であるため早期診断が望まIlる.早期診断のた

めには本症の可能性を念頭に置くことが重要であり.当

院で経験 した2例とも年齢,性,発症様式は典型例のそ

れと一致 していた.また,臨床所見,画像所見を注意深

く観察することが重要であると考えLL,Ilた.

31食道静脈癖に対する内視鏡的結歎療法の試

み

一緊急 止血例を含めて一

回 汝朝･飯利 孝雄

言 ､ ∴ ` 一 ､..･ ,

近年,内視鏡的食道静脈噛硬化療法は広く子~f･われてい

合冊i-Itf)報告が増えて来ている.我 は々昨年よL)StitTgmtlnn

L､-眉増発した内視鏡的静脈癒結集術 (EVL)を取 り入

れ 今日はその使用経験及び問頓点に-I.)き報 て十 す る .症

例は男性 2例, 女惟 1例計 二i症例. し､ずれも ChjldC

の肝硬変症で,うち且例はウルソソ病, i例は深デ-ジ

･1LJ)Au)S合併例で.iF)-.!1二.効果 :症例 1,28才男性.

ll:Vlー前は ド3.RC 廿 ++),Lg(十十),r二＼:'IJ後で

は Fh ftC (+),LgL+･).症例2:L12才男性.F2.1iC

(++ト･ド1.1くC (-).症例 :-i:73才女性.｢･1.Ⅰく(～

(++ト･l/().t〈(｢(-ll.日 L'レ数例の経験か{'Il:＼Jl_く二王

食道静脈感の治療をこ有効且つ安全な方法と思われた.

4〕食道静脈癌に対する EVlJ(内視鏡的静脈

癒精製術)治療の 1例
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症例は肝硬変‥原発性肝癌CI)58歳〔!)良-性.昭和61午に

食道静脈癖が認めi■)Ill.そしr)楼増悪傾向がi-1tと､､Jlた.今

回肝癌に対L抗癌制動汀と ′1､AE を施行 し.そし7〕後食

道静脈癖に対 して硬化墳法を開始 した. しかし2回施行

後も効果がみられず,難治性静脈癖と考え内視鏡的静脈

噛結氷術を併用した.結来 した部分の静脈癌は消退 L.

その後 1回L')硬化療法n追加nんで治療を終了した.

E弧 の適応をこぼ静脈療径など考慮すべき点がみられ

るが苧治療期間の短観 硬化剤の減農などの利点があり,

今後試されてよい治療法と考えられた.

5)大量吐血を主訴とした降臓 癌 の 胃 浸 潤

の l例
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三郎 ∈欝語意買病院)

岡崎 悦夫 (同 病理)

症例は53才男性.吐血を主訴として 緊急入院となり緊


